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スペクトルは40ｃｍＳＣＴ+ＮＬＳ（Ｒ～1000）を用い、分光標準星
による波長感度較正を行った。
また地球大気吸収バンドの補正も行った。

1例として図１に15 Triの地球大気補正前と補正後のスペクトル
を示す。
また測定した疑似等価幅のew1～ew8の積分波長範囲を示す。

以前R～500分光器による同様の疑似等価幅測定を行ったが、

今回R～1000の分光器（NLS)を製作したので、改めてM型星を
観測し直し、そのサブタイプと有効温度推定を行った。



図1　地球大気補正後のスペクトル（橙色）を用いて、ew1～ew8の8箇所の疑似等価幅を測定する。



表1　観測した92星のM型星リスト

表1に測定に用いた９２星のM型星のリストを示す。
スペクトルのサブタイプに変動記載のない星を観測する。
また光度階級は考慮していない。
観測スペクトルに対して星間赤化補正は施していない。
（これらの星々の星間赤化量がわかれば良いのだが・・・）

スペクトル型は
https://simbad.u-strasbg.fr/simbad/ を参照。

変光範囲は
https://www.aavso.org/vsx/index.php?view=search.top を参照。

表2と表3にそれぞれサブタイプ別サンプル数と、光度階級
別サンプル数を示す。



表2　サブタイプ別サンプル数 表3　光度階級別サブタイプ数　

以下の図２にew1～ew8の疑似等価幅 vs サブタイプグラフと２次近似式を示す。
また図3にew1～ew8の疑似等価幅合計 vs サブタイプグラフと２次近似式を示す。



ew4: 5800-6100A

ew1: 4945-5150A ew2: 5150-5435A

ew3: 5435-5800A



ew5: 6150-6400A ew6: 6540-6970A

ew8: 7580-8080Aew7: 7050-7400A

図2　ew1-ew8　疑似等価幅 vs サブタイプ　及び２次近似式 



図3　ew1～ew8を合計した疑似等価幅 vs サブタイプ



表4　各ew値の２次近似式と決定係数R2

ここでM型星のサブタイプ推定は次のew1～ew8の合計値を用いて得られた２次近似式
（表4の赤色）を用いることにする。
sub = -1E-6x2 + 0.0086x - 2.4924    ・・・ (a)            sub: サブタイプ　　x: ew1～ew8 合計



次に(a)式で得られたサブタイプ値より有効温度を推定する。
ここで　R.O.Gray  STELLAR SPECTRAL CLASSIFICATION  P.568  Table B.4　よりM型サブタイプ 
vs 有効温度の近似式を作成した。
この文献では表5のように光度階級 Ib, III, Vの３種の有効温度が示されている。

表5　R.O.Gray  STELLAR SPECTRAL CLASSIFICATION  P.568  Table B.4　より

図4に各光度階級 vs 有効温度のグラフと近似式を示す。



M V (Dwarfs):    Teff = -135(sub) + 3759    R2 = 1

M Ib (Supergiants):    Teff = -68.919(sub) + 3801.6    R2 = 0.9936

M III (Giants):    Teff = -5.4356(sub)2 - 68.17(sub) + 3827.7     R2 = 0.9936

(sub) : (a)式より



懸念事項：

この疑似等価幅測定によるM型星サブクラス及び有効温度推定は、正規の等価幅測定とは
異なり広い波長範囲を積分しているので、星間赤化の影響を大きく受けている遠方のM型星
やガス・ダストの濃い領域に存在するM型星には通用しないのでは？という懸念がある。
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